
令和７年度　第一中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

介護予防普及啓発講座を開
催し、介護予防の意識を高
める。

介護予防普及啓発講座：年30回
内容：もしバナゲーム、フレイル予防、認知症予防、権利擁護、介護保険制度　等

23回開催、今後
３月末までに30
回開催見込み。

○
引き続き住民向けの講
座を実施していく。

介護予防普及啓発講座で高
齢者団体や若い世代の団体
への包括の周知を行う。

講座の開催時に、包括のPRを行いチラシを配布する

予防普及啓発講座
の際にチラシを配
布・包括PRを
行った。

○
引き続き周知活動をし
ていく。

地域資源の開発のため、自
治会、民生委員、介護・福
祉関係機関等と連携・協働
する。

居場所づくり：伊太地区　等

地域ケア会議を行
い伊太区のおしゃ
べりカフェとして
居場所の開設が出
来た。

◎
活動継続の為の支援を
していく。

民生委員と顔の見える関係
づくりをして相談しやすい
関係を構築していく。

意見交換会：年２回

今年度はテーマを
決めて意見交換を
地区ごと行った。
計６回

◎
来年度も意見交換をす
る場を定期的に持ち、
連携強化をしていく。

様々な世代の認知症サポー
ターを養成する。

認知症サポーター養成講座の開催：年５回

１回開催済み。今
後３月末までに保
育園、児童クラ
ブ、居場所で４回
開催見込み。

○

企業での開催ができて
いないため、ネット
ワーク参加事業へ働き
かけていく。

認知症について学んだり、
認知症の人やその家族が参
加できる場所づくりについ
て検討していく。

チームオレンジしまいち連絡会：年４回
「認知症マフ」や「認知症よくわかるた」を活用した、普及啓発活動：随時

チームオレンジし
まいち連絡会：４
回開催済み
「認知症マフ」を
活用した普及啓発
活動：周知用のチ
ラシを作成し、民
生委員と管内のケ
アマネに配布し
た。また、２月に
ワークショップを
開催予定。
「認知症よくわか
るた」を活用した
普及啓発活動：４
回実施

◎

新しい認知症観の普及
啓発活動を引き続き継
続していく。
認知症マフを用いた居
場所が立ち上がるよ
う、チームオレンジで
の活動を続けていく。

地域の企業と顔の見える関
係を作り、高齢者の相談窓
口として周知していくとと
もに、地域の課題を共有し
ていく。

第一地区高齢者見守りあんしんネットワーク通信の配布：年２回 配布先：ネット
ワーク参加事業所
意見交換会を行う：年1回

ネットワーク通信
は１回配布済み。
3月に２回目を配
布予定。
意見交換会は３月
中旬頃開催予定。

○

来年度の意見交換会に
ついては今年度の様子
をみて、参加していな
い企業にも声をかけて
いく。

○

○

評価
課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績

必
　
須
　
項
　
目

高齢者を地域で支える
体制づくり

認知症施策の推進
認知症にやさしい地域づく
りを目指します。

高齢者が住み慣れた地域で
安心してくらすことができ
るように住民主体で高齢者
を支えていく体制を整え支
援していきます



地域の企業が行っている高
齢者への配慮や取り組みを
把握するための聞き取りを
行う。

企業への聞き取り
把握した情報をまとめ専門職や住民に向け発信する
連携してできる新たな支援策の検討を行う

企業への聞き取り
を実施し、聞き取
り結果をまとめ
た。今後、ケアカ
フェで情報を発信
する予定。

○

企業側からは包括との
連携を求める声は上が
らなかった。
ケアマネ向けに移動販
売等の情報を公開して
いく。
新たなニーズがないか
の聞き取りも行ってい
きたい。

医療・ケアを提供する専門
職の会を定期的に開催す
る。

ケアカフェ：年３回
参加者：医師、薬剤師、ケアマネ、介護事業所、医療介護連携室、行政、住職　等

２回開催済み。３
回目は３月に開催
予定。
「高齢期から死後
にかけて行わなけ
ればならないこ
と」をテーマに
行った。
１回目：各専門職
のシャドーワー
ク・問題化になっ
てしまうケース
２回目：シャドー
ワークにならない
ための社会資源に
ついて
３回目：小地域ケ
ア会議（市への提
言）

○
ケアカフェを継続して
いく。

介護支援専門員に対す
る連携体制づくりと実
践力向上支援

介護支援専門員との連携強
化を図り、ケアマネジメン
トの質の向上につながるよ
う支援していきます。

ケアマネジメントの質の向
上につながる研修、情報提
供を定期的に行う。

ケアマネ連絡会：年３回

連絡会は３回開催
見込み。(第１回
は９月、第２回は
11月に実施済
み。３回目は市内
合同で３月に開催
予定）

○ ○

来年度も今年度同様、
連絡会を年３回開催
し、ケアマネとの連携
強化を図る。

高齢者虐待防止と成年
後見制度の利用支援

虐待対応についての理解を
深め、相談しやすい環境づ
くりに繋げます。

相談後の流れや包括、市の
対応方法を可視化したもの
を作成し周知する。

ケアマネ向けに研修を開催する
内容：相談からコア会議までの流れ、コア会議概要、ケアマネに協力していただきた
い内容等

11月のケアマネ
連絡会にて研修を
開催した。

○ ○
今後も関係機関と連携
しながら虐待対応をし
ていく。

○
多職種、多機関との
ネットワーク構築

多職種、多機関、一般企業
が連携を図り高齢者に対し
て多方面からアプローチで
きる体制づくりを目指しま
す。

選
　
択
　
項
　
目



令和7年度　第二中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

地域住民が自分の生き方を
選択し、自分らしい生活を
送れるよう支援する

自分らしい生き方や最期を
迎えられるよう情報提供を
行い、地域で取り組める機
会を作る

①もしもの安心ノートやリビングウィルの周知と活用
②普及啓発講座へテーマを追加する

①必要時、配布している。
②本通７丁目の居場所で３
月開催予定。

○

①②ネガティブなイ
メージが未だにあるの
で、プラスに考えられ
るような工夫が必要。

必
　
須
　
項
　
目

課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績
評価

高齢者が住み慣れた地域で
生活できるよう住民主体の
地域資源を構築していく

認知症を正しく理解しても
らうために、教育機関や企
業、福祉事業所、地域住民
の集いの場などに働きか
け、認知症サポーター養成
講座の案内を行い、サポー
ター数を増やす

①教育機関や企業、福祉事業所、地域住民の集いの場へチ
　ラシを配布
②認知症サポーター養成講座を実施

認知症施策の推進

地域の通いの場へ積極的に
訪問し、顔の見える関係づ
くりを進める

①居場所、サロン、しまトレ等の定期訪問を行う
②普及啓発講座の実施や介護予防に関する周知を行う中で
　地域の困りごとを早期発見し、必要な支援につなぐか、
　地域資源の開発をしていく

自治会、町内会、地区社協
等の地域組織や民生委員と
の連携を行う

①民生委員・児童委員協議会への参加(月１回)
②民生委員事例検討会へ参加(２ヶ月１回：第四地区民協)
③小地域ケア会議の開催(年３回：不定期)
④生活支援をつなぐ会への参加(不定期)

高齢者を地域で支える
体制づくり

認知症の理解を促進し、誰
もが安心して暮らすことの
できる町づくりを整備して
いきます

○

チームオレンジ「きずな」
と共同で認知症カフェの実
施について検討をする

①キャラバンメイト連絡会を開催
②顔合わせ、現状報告、今後の取り組みについて（キャラ
　バンメイト及びチームオレンジ「きずな」）

○

○

①居場所や地域ごと
で当番化を検討す
る。
②引き続き普及啓発
を続けていき個別の
相談にも迅速に対応
していく。

①②民生委員改選に伴
い、引き続きより良い
関係づくりを行ってい
く。
③個別課題が地域課題
に繋がらない。
④引き続き協力体制を
とっていく。

①小学校、金融機関、
まんさいかん、ウエル
シア、タイヨー等に案
内チラシを配布。
②小学校４年生を対象
に認知症サポーター養
成講座（大津小：10月
２日・四小：10月７
日・五小：11月18
日）開催。
認知症ガイドブックを
認知症予防の講話時に
配布。

◎

①開催予定。（令和８年３
月）
②チームオレンジ「きず
な」が四小（10月７日）
の認知症サポーター養成講
座に参加。本業が忙しくて
も参加できる時は協力して
くださる。

○

①キャラバンメイトの
高齢化や、担い手がい
ない。
②活動が認知症サポー
ター養成講座のみに
なっている。新しい担
い手が必要。

①②認知症サポー
ター養成講座の周知
を幅広い年齢層
に行い、開催ができ
るようにしたい。

①②毎月、職員が交代し参
加している。
③しまトレ連絡会・旭町で
小地域ケア会議を開催。
④定期的に参加している。

①定期的に行くことは難し
いが、昨年度に比べると訪
問回数は増加している。
②昨年度の同時期と比べて
普及啓発の実施回数は増加
しておりそれに伴い包括の
周知や困りごとへの早期発
見に繋がっている。

○



多職種、多機関との
ネットワーク構築

多職種、多機関との顔の見
える関係づくりを強化する

専門職同士の情報共有や連
携向上を目的とした勉強会
を開催する

①多職種地域連携会議を毎月１回オンラインで開催
（薬剤師、理学療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛
　生士、看護師、保健師、主任ケアマネ、ケアマネ、社会
　福祉士等）

①毎月第３木曜日にオ
ンライン開催してい
る。

◎ ◎
①参加者が固定化し
ている。

センターの認知度を高
めるための周知活動

身近な相談窓口として認知
してもらえるよう、積極的
に地域に出向き周知してい
く

第二中学校区地域包括支援
センター独自の広報誌を作
成し、地域の病院、薬局、
商店などに掲示、また地域
の通いの場や訪問時にチラ
シとして配布することでセ
ンターについて周知する

①広報誌の年４回の発行
②講話や定期訪問の際、包括のチラシや広報紙を配布

①６・８・12月に発
行し、次回は２月の
発行予定。
②相談者、講話開催時
見守り訪問時に包括の
案内チラシを配布して
いる。

◎ ◎

①②引き続き、広報
誌の発行と包括のチ
ラシの配布を継続し
ていく。

高齢者虐待防止と成年
後見制度の利用支援

複合的な課題を抱える世帯
が増加している状況に対し
て、多機関を巻き込みなが
ら重層的な支援を行う

市社協、成年後見支援セン
ターと連携し成年後見制度
の普及啓発を行う。また多
機関協働事業とも連携しな
がらの包括のみでは対応が
困難とされる複合的な課題
を抱える世帯への支援をし
ていく。あらゆる生活上の
課題から虐待が発生しない
よう、他の関係機関とも連
携し虐待防止に努める

①成年後見制度についての研修会
②ケース会議

①３月に開催予定。
②困難ケースに関して
は個別ケア会議を開催
したり、しまwith窓口
に適宜、相談してい
る。

○ ○

①３月が初回になるの
で参加者の反応を見な
がら内容を考え、回数
を増やしていきたい。
②対象者が適切な機関
に繋がるまでは包括が
対応しており、管轄外
の業務が増えている。

選
　
択
　
項
　
目



令和７年度　六合中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

地域の現状と課題を把握す
る。

①民生委員児童委員協議会に出席（月1回）
②応援隊連絡会に出席（月1回：東町・道悦島・岸町）
③生活支援をつなぐ会に出席する。
④小地域ケア会議を実施する（年1回）

①月1回出席して
いる。
②各連絡会に参
加し連携強化を
図った。
③5月、7月に出
席。
④岸町認知症カ
フェ開催の為、9
月、10月実施。

◎

継続的に民生委員、応
援隊、各関係機関と連
携強化を図り　住みや
すい地域づくりを支援
していく。

高齢者が自ら健康の維持増
進が図れるように働きかけ
を行う。

①しまトレ（14か所）、居場所、ふれあいに参加し介護予防啓発を実施する。
②しまトレを実施していない高島地区に年1回健康測定会を実施する。

①しまトレ（1
３ヶ所）、ふれ
あい（1か所）延
べ27回参加。
②６月、8月に健
康測定会を実
施。

◎

積極的に地域に出向
き、介護予防等の意識
を高めていく。また、
しまトレを実施してい
ない地域に対して新規
開拓ができるよう働き
かけをする。

高齢者が自分らしい暮らし.
を人生の最期まで送れるよ
うに支援する。

自分らしく生きることにつ
いて考える機会を持つ。

六合の各地区（道悦、高島、東町、岸町、阿知ケ谷、東光寺）に人生会議のテーマ
を講話時に取り込み、住民の理解を深める。

東町オレンジカ
フェにて10月
18日に実施。他
地区は２、３月
に実施予定。

〇 〇
講話時に人生会議の
テーマを取り込み、理
解を深めていく。

認知症施策の推進
認知症の方が地域の中で安
心して暮らせる体制を整備
する。

多世代に認知症を正しく理
解してもらう。

①認知症サポーター養成講座の開催（六合小・六合東小・六合中・企業）
②チームオレンジ連絡会（年2回）
③東町オレンジカフェの実施（年12回）
④岸町地区にオレンジカフェを新規で立ち上げる（年1回）

①六合小（６
月）、六合東小
（９月）、六合
中（５月）に実
施。郵便局は2月
に実施予定。
②５月に実施。2
月開催予定。
③毎月、月１回
（土曜日）に実
施。
④１１月２９日
に実施。

◎ ◎

①認知症サポーター養
成講座は小中学校に加
え、高校や企業に対し
て幅広く実施してい
く。
②東町、岸町オレンジ
カフェの継続に加え、
未実施の地域にも働き
かけを行い、開催に繋
げていく。

◎

評価
課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績

必
　
須
　
項
　
目

高齢者を地域で支える
体制づくり

高齢者が住み慣れた地域で
安心した生活が送れるよう
に住民同士で助け合う体制
を整えていく。



関係機関と早期に連携を図
り、課題解決に向けた支援
を行う。

①個別地域ケア会議の開催（随時）参加者：行政、社協、民生委員、介護支援専門
員
②高齢者、障害、児童等に係る多面的な事例において重層的な支援が行えるよう多
機関協働事業と連携する。
③民生委員と協働し勉強会を実施する（年2回）
④消費者被害等について勉強会を実施し、警察との連携を深める（年1回）

①８月に実施。
②６月、９月、
12月に重層的支
援体制整備事業
会議に出席し連
携を図った。
③７月（高齢者
虐待）、2月（包
括、民生員の役
割）についての
勉強会を開催予
定。
④９月に島田警
察署生活安全課
講義による特殊
詐欺についての
勉強会を実施。

◎

複合的な課題を持つ
ケースが増えている
為、関係機関と密に情
報共有し連携強化を図
り、支援していく。

介護保険事業所と横のつな
がりを深め、知識の向上、
連携体制を強化する。

ケアカフェの開催（年2回）参加者：六合地区の介護保険事業所の職員

7月（高次脳機能
障 害 ） 、 11 月
（感染症予防）に
ついて実施。

◎
介護事業所と横の繋が
りを強化、さらに質の
向上を図る。

センターの認知度を高
めるための周知活動

多世代に包括の役割を認識
し、気軽に相談できる体制
を整備する。

多世代が集まる場所に出向
き、周知活動を行う。

①六合コミュニティ委員会主催の文化祭に参加し包括のPR活動を行う（年1回）
②小中学校、企業に対して包括のPR活動を行う。

①10月25日に
六合文化祭に参
加し多世代に対
してＰＲ活動を
行った。
②認知症サポー
ター養成講座時
に包括の役割等
を説明しＰＲ活
動を実施。

◎ ◎

多世代が集まる各地区
の祭り等に参加しＰＲ
活動を継続して実施す
る。

介護支援専門員に対す
る連絡体制づくりと実
践力向上支援

ケアマネと連携強化を図
り、適切なケアマネジメン
トが実践できるように支援
する。

ケアマネから気軽に相談で
きる窓口として情報発信、
共有を行い、協働で支援す
る体制を構築する。

①ケアマネ連絡会を開催する（年3回）
②支援困難なケース等にはケアマネと情報共有を図り、密に連携し支援する。

①６月（個人で
できる災害対
応）、７月（民
生委員と合同勉
強会）、８月
（ペットの飼い
方と災害時の対
応）を実施。3月
に市内6包括合同
で連絡会を開催
予定。
②困難事例にお
いて情報共有を
図り、同行訪問
を行い、密に連
携し支援してい
る。

◎ ◎

ケアマネとの連絡会や
ケースに応じて連携強
化を図り協働で支援し
適切なケアマネジメン
トが実践できるように
支援していく。

◎

選
　
択
　
項
　
目

多職種、多機関との
ネットワーク構築

多職種、多機関と顔の見え
る関係作りに努め、ワン
チームとして支援する。



令和7年度　初倉中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

高齢者が地域で安心して暮
らせるよう支援する

民生委員との連携を強化
します

①民生・児童委員協議会(月1回)
②課題のある高齢者宅への同行訪問(随時)

①毎月参加している
②適宜同行訪問している

◎ 引き続き連携強化に努める

地域活動の普及支援を行
います

①しまトレ新規立ち上げの意向調査(旧初・大柳地区)
②しまトレ新規立ち上げ(元気の会谷口)支援

①旧初：代表者の選定の目途が立た
なかった・大柳：立ち上げの準備中
②開催されたが、参加者が少ない
為、自治会等関係者、社協と協力し
参加者増に向け取り組んでいる

〇
事業の継続と次世代の確保に
向け地域や関係機関との連携
を継続していく

介護予防の知識を提供し
ます

①地域活動等で介護予防に関する講話を行う(22ヶ所)
②まちなか保健室を開催する(5か所以上)

①24か所で実施
②5か所実施

◎
積極的に地域に出向き介護予
防と健康維持増進を呼びかけ
る

地域住民主体の団体と協同
し、地域ニーズを把握する

生活支援コーディネー
ターとともに地域住民と
の話し合いの場に参加
し、住民主体の生活支援
サービスや居場所の構築
や継続を支援する

①生活支援をつなぐ会に出席する(毎回)
②生活支援サービス提供団体と登録者訪問を行う(随時)
③地域活動へ赴き情報収集(年10団体以上)を行い、地域ケア会議を開催す
る(年1回)

①平日の日中開催時はすべて参加し
たが、夜間開催されるところは申し
送りを受けている
②月坂応援隊と協力し4名実施
③適宜情報収集を行い、精査中

〇
関係機関、地域と連携し地域
のニーズを把握する

多世代の認知症サポー
ターを増やす

①認知症サポータ養成講座の計画と開催(小中学校、企業又は地域活動)
②地域活動や企業に赴き認知症サポーターについて説明する(5か所以上)

①初倉小・初倉南小・南茶カフェ(居
場所)で実施
②7か所実施

〇
受講する年代や状況に即した
講座を開催しより理解度を深
めたい

認知症の相談が気軽に行
える環境作りと場所を提
供します

①認知症カフェの開催はつくらカフェ・オレンジサークル(各年4回)
②認知症カフェ開催時に認知症症状チェック表を配布する(随時)
③チームオレンジ連絡会を開催する(年4回)
④認知症に関する相談があった場合しまだ認知症ケアガイド(認知症ケアパ
ス)を使用し説明を行う(随時)

①はつくらカフェ、オレンジサーク
ルともに2回ずつ実施し2月.3月にも
実施予定
②開催時に配布している
③3回実施、2月に実施予定
④必要に応じ使用している

〇

認知症カフェは開催場所近隣
の方の出席が多い為、他の地
区へ出向き開催する予定。
又、参集型である為、個別で
の相談が可能なブースを設け
たい

地域住民が財産を守れる
よう関係機関と連携し、
地域に還元します

①消費者被害等について勉強会を実施しする(年1回)
②土砂災害対策について勉強会を実施しする(年1回)

①島田警察署生活安全課に講師を依
頼し実施
②危機管理課に講師を依頼し実施

◎
地域の実情に即した課題を把
握、解決できるよう引き続き
開催していきたい

ペットの飼い方、災害対
策について講座を開催し
ます

①民生・児童委員に対して動物保護団体による講座(年1回)
②初倉、六合のケアマネに対して保健所による講座(年1回)

①NPO法人にゃーごに講師を依頼し
実施
②中部保健所に講師を依頼し実施

◎

対象の高齢者に情報を還元し
日頃から意識し、根付くよう
講座内容を検討し引き続き開
催していきたい

研修会を通して地域課題を
発見し、課題解決に動く

地域に関連性のある研修
会を重ね、地域住民も含
めた多機関で地域課題に
ついて話し合いの場を設
けます

①ケアマネ(初倉、六合・市全域)連絡会(各年1回ずつ)
②地域の主任ケアマネと地域課題を考え、共有し、民生委員とケアマネと
共に問題解決に向けた話し合いを行う(年1回)

①実施済み
②実施済み

◎

民生委員の声を専門職が直接
聞くことで、一緒に地域を考
え、協力して地域づくりが行
えるように今後も課題解決を
話し合う場を作っていく

個別ケア会議を開催し、困
難ケースに対応するケアマ
ネを支援する

支援が必要な高齢者に対
し有効な支援策を検討
し、個別課題の解決を行
います

①個別地域ケア会議の開催(年1回以上) ①2回実施済み ◎
個別ケア会議の開催を今後も
積極的に行い、課題の集積を
行っていく

選
　
択
　
項
　
目

課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績

◎

評価

高齢者を地域で支える
体制づくり

必
　
須
　
項
　
目

認知症施策の推進
認知症に対する支援体制を
整え相談件数を増やす

高齢者が自ら介護予防の知
識や健康意識を高めること
ができる支援を行う

多職種と連携し専門的な知
識を身に着け地域と共有す
る

◎

多職種、他機関との
ネットワーク構築

介護支援専門員に対す
る連携、体制づくりと
実践力向上支援

〇

◎



令和7年度　金谷中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

金谷見守り事業所、民生委員、国保年金課等
と連携を図り課題を抱える高齢者の異変に気
づき早期対応ができるように見守り体制を強
化していく。

①金谷見守り事業所へ包括広報誌の配布【毎
月】
②金谷地区見守りネットワーク事業所連絡会
【年1回】
③金谷地区民協と包括との情報交換会　【年
1回】
④国保年金課　保健師との情報交換【年1
回】

①毎月広報誌を配布
②3月開催予定
③８月９月実施済
④９月実施済

〇

関係機関と顔の見える関係づくりができるよう今後
も見守り事業所等に毎月チラシを配布したり情報交
換を実施し、相談しやすい窓口になるよう努める。
特に12月から民生委員が大幅に交代になったので
新しい民生委員とも信頼関係を築いていく。

生活支援コーディネーター、NPOシマシマ、
地区社協、金谷応援隊、CM等の関係機関と協
働し高齢者支援や、住民の声から地域課題を
みつけ、課題解決に向けて検討をする。ま
た、高齢者を抱えた家族問題についても、課
題解決に向けて関係機関と連携を取り支援し
ていく。

①生活支援をつなぐ会【年2回】
②民生委員、CMとの情報交換会【年1回】
③金谷応援隊サポーターとの情報交換会【年
1回】
④個別ケース会議【5回】　移動手段・防災
など
⑤地域ケア会議　【2回】

①７月に１回参加
②８月実施
③年度末に実施予定
④11回実施
⑤外出支援、通いの場、防災に
ついて３回実施、２月に大代地
区の通いの場について実施予定

◎

関係機関と協働し地域課題を検討し高齢者支援がで
きるようにする。特に今後も移動手段、平時からの
防災機能強化に向けた取り組みが金谷地区全体に広
がっていくよう関係機関の協力も得ながら検討して
いく。また、精神疾患の疑いのある若い世代との同
居家族が課題を抱えるケースなど複合的な課題を抱
えるケースが増えているので地域福祉課とも連携を
強化する。

介護予防普及啓発講座を開催し介護予防の意
識を高めていく。また、金谷の健康課題につ
いても住民と一緒に考え自らの健康を意識し
ていく機会をつくる。

①高齢者あんしん講座【38回】
内容：フレイル、圧迫骨折、心の健康、熱中
症、栄養、脳トレ、モルック、リアル野球盤
等、防災講座
②金谷の健康課題についての講話

①47回実施
②11回実施

◎

今後も住民が介護予防や健康の知識を得て、介護予
防の視点をもちながら生活していけるよう積極的に
普及啓発を実施していく。また、介護保険が必要に
なる前にも利用できる事業やサービスがあることを
周知し、包括に早めの相談に来てもらえるよう努め
る。

地域活動の継続支援と地域団体が抱えている
参加者不足とマンネリ化防止の支援と休止し
ているしまトレ団体の再開支援および新たな
しまトレの立ち上げをする

①26ヶ所のしまトレ支援
②しまトレの再開と新たなしまトレの立ち上
げ【城山・切山】
③金谷地区しまトレ連絡会【年1回】

①上半期と下半期に支援実施
②神谷城、大代地区について検
討済、城山と切山について検討
予定
③12月実施

〇

参加者が減ったり消滅の危機に陥っている地区があ
るため、小地域ケア会議や市社協などとの連携によ
り通いの場が継続していけるよう支援していく。ま
た、市社協がとった自治会アンケートの結果も踏ま
え必要時、地域づくりについて検討していく。

多死社会を迎える中で、人生の最期について
考える機会をつくる

①もしバナゲームの普及、開催
②もしものあんしんノート

①12月金谷地区ケアカフェにて
414カード実施し看取りの事例
検討・意見交換した
②欲しいと来所した方に配布、
普及啓発講座でも配布

〇
今後も専門職にACPや414カードを普及していく
と共に、通いの場でも実施してACPの考え方を普
及していく

若い世代をはじめ様々な世代に認知症の基礎
知識と理解を深め地域で見守る体制をつくる

認知症サポータ養成講座【年5回】企業、ふ
じの国国際高校・金谷中学校、金谷・五和小
学校、新任民生委員など

認知症サポーター養成講座：夏
休み小中学生市民向け、五和小
４年生、市民・企業職員向け、
エコトープで４回実施、2月老
人会でも開催予定

〇
小中学校での開催が難しい。若い世代の認知症理解
は今後も必要なので企業などにも開催を呼び掛けて
いく。新任民生委員は８年度に実施予定

ひなたぼっこカフェの周知を図りチーム茶っ
きり、認知症サポーターが活動できる場を広
めていきひなたぼっこカフェの新たな参加者
を増やしていく

①チーム茶っきり連絡会【年2回】
②ひなたぼっこカフェの定期開催

①５月実施、2月にも開催予定
②４月８月以外毎月実施

〇

今後も認知症サポーターや認知症本人が活躍できる
場をチーム茶っきりメンバーの協力をいただきなが
ら提供していく。実際に活動できるチーム茶っきり
メンバーが減っているのでメンバーも増やしてい
く。

また、参加者が自分の特技を生かす場を作り
自ら企画計画ができるようにしていく

かなうぇるで季節に応じた花壇づくりや野菜
作りや参加者の特技やアイデアによる企画

花壇づくりは継続。認知症本人
の特技（体操）を生かして参加
してもらった。３月までにNPO
シマシマに協力する形で日曜大
工教室を開催予定

〇
認知症になっても本人の強みを活かした活動に参加
し、生きる希望を持ち生活し続けられるよう、関係
機関の協力を得ながら活動を企画していく。

実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績

必
　
須
　
項
　
目

高齢者を地域で支える
体制づくり

認知症施策の推進

認知症になっても住み慣れ
た地域で自分らしく生活が
できるようにサポート体制
を整えていきます

高齢者が住み慣れた地域で
安心してくらすことができ
るように住民主体で高齢者
を支えていく体制を整え支
援していきます

地域住民が主体的に介護予
防に取り込めるように支援
していきます

〇

〇

〇

評価
課題・今後の方向性



多職種・他機関との
ネットワーク構築

多職種、他機関と連携を図
りチームになって支援して
いきます

薬剤師・理学療法士・ＳＷ・看護師・栄養
士・ＣＭ・SC・NPOシマシマなどの専門職
や福祉課、社協、障害相談機関等の関係機関
と顔の見える関係づくりを行い新たな課題に
ついて検討していく機会をつくる

①金谷ケアカフエ
②金谷地区CM連絡会
③まちなか保健室の開催

①５回（７月、９月、10月、
12月実施、２月開催予定）
②２回開催、　３月開催予定
③神谷城で11月開催

〇 ◎

今後も多職種と顔の見える関係づくりや事業所間の
横のつながりづくりができるよう、勉強会を開催し
たり情報交換をしていく。また地域にも専門職の存
在を周知していく。

センターが認知度を高
めるための周知活動

若い世代にもセンターの周
知を図り地域住民にとって
センターが身近な相談窓口
になれるように周知活動を
していきます

企業に出向き介護講座、認知症サポータ養成
講座等の開催依頼をしていき包括のPRをす
る。また、SNSを活用し包括の活動内容等、
発信していく

①企業での介護講座、健康講座
②かなうぇるイベントでの周知
③SNSで情報発信【隔月】

①企業職員に声掛けし、認知症
サポーター養成講座に参加して
もらった
②11月２日かなうぇるイベント
に歩行解析ができる福祉用具業
者を呼び包括の周知をした
③6月までは隔月、７月からは
毎月市社協インスタグラムに記
事を投稿した

〇 〇

企業に声掛けはしているが企業内での開催には繋が
らない。引き続き今後も企業などに出向いたり、認
知症サポーター養成講座開催の声掛けにより包括の
PRができるようにしていく。SNSの活用も継続す
る。

家族介護者の介護負担
軽減等の支援と離職防
止に向けた取り組み

介護知識を学ぶ機会を作り仕
事と両立している介護者も離
職することなくできるように
支援していきます

若い世代にも介護知識を学ぶ機会をつくると
ともに介護の重度化を防止し介護負担が増大
しないよう介護負担の軽減を図る。また、
いっぷく処の周知活動を行う

①はじめての介護講座
②いっぷく処の周知活動

①２月開催予定
②いっぷく処開催に毎月協力し
てきたが、参加者が12月以降い
なくなり休止となっている

△ △

若い世代、介護が始まった方向けに今後も介護講座
や介護者のつどいなどを周知し、介護への知識を高
め介護予防、介護離職防止、高齢者虐待防止を目指
していく。金谷地区の介護者の集いの継続が困難と
なったが、必要時再開や新たな取り組みを地域住民
と共に行っていく。
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令和7年度　川根中学校区地域包括支援センター事業実施評価票

取組毎の
評価

方針毎の
評価

協力事業者や民生委員等と
顔の見える関係づくりに努
め、課題を抱える高齢者の
早期発見、情報の共有化を
図る。

①川根地区見守りネットワーク連絡会：年１回
②民生委員と包括、福祉課の情報交換会：年１回
③民生委員児童委員協議会定例会：月１回

①連絡の目安となるフローチャート
の作成。集合出の連絡会は未実施。
②11/7笹間交流センターにて開
催。
③毎月参加。

○

見守りネットワーク事
業所が包括に相談しや
すい仕組みづくりを構
築していく。

地域団体や地域事業所と連
携し、住みやすい地域づく
りを行う。

①川根地域生活支援をつなぐ会活動
②川根地区移動支援サービスの令和7年度中新規構築のための協
力・支援
③川根小学校・中学校運営協議会および学校行事

①笹間地区でのデイサービス開催意
向を受け実現に向け活動中。
②公共交通協議会発足に向け協働。
③開催時参加。

◎

令和8年度よりサテラ
イト型デイサービス、
公共交通実証実験開始
に向け協働していく。

しまトレの継続支援を行
う。併せて健康管理を推進
する。

継続支援１４か所（開催日参加により健康管理の推進）
定期的に保健師が巡回。12月時点
で106か所訪問。

◎

介護予防普及啓発講座を開
催し、住民の介護予防の意
識を高める。

介護予防普及啓発講座：年２０回
内容：高齢者の病気、認知症予防、低栄養予防、熱中症・脱水予
防、口腔ケア、感染症予防等

12月末時点で10回。 ◎

様々な世代に認知症に対す
る正しい知識と理解を広
げ、地域の担い手づくりに
取り組む。

①川根小学校・中学校、企業にて共に行う認知症予防活動の啓発
を行う。
②認知症予防講座：年３回

10/28川根小学校にて認知症サ
ポーター養成講座開催。

○

MCI（初期認知症状）の方
に対し、しまトレや機能訓
練を通じた認知症予防の習
慣を定着させる。

①川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（１/全3回）
医療職から啓発できるように情報共有。
②しまトレや短期集中運動機能教室への参加呼びかけ。

認知症予防としてのしまトレや運動
教室の参加へつながっている。フレ
イル要因に対するセルフトレーニン
グを提案している。

○

認知症カフェや運営推進会
議にて、認知症に関する相
談支援や課題把握を行う。

①認知症カフェ：開催時
②運営推進会議：年１２回
③認知症キャラバンメイト連絡会：年１回

開催時には参加している。 ◎

運営推進会議が多職種
による地域課題の議論
の場となるようファシ
リテートしていく。

必
　
須
　
項
　
目

認知症施策の推進

認知症の理解と予防を深め
るための周知・啓発活動を
行い、多世代で支え合う地
域づくりを推進します。

高齢者と共に誰もが、住み
慣れた地域で安心して暮ら
すことできる体制を整えま
す。

地域住民が主体的に介護予
防・健康管理に取り組める
よう支援します。

高齢者を地域で支える
体制づくり

○

課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績
評価

保健師によりこまめな
訪問を継続。短時間の
健康講座を頻回に開催
する計画。

フレイル予防と家族の
関わりなど早期にでき
る対応について掘り下

げていく。

○

◎



課題に対し専門知識を活か
すため、関係機関、支援者
による情報共有と協働を行
い支援展開する。

①個別ケース会議：年６回
②小地域ケア会議：年２回

①個別ケース会議は2回主催。その
他障害主催の会議に参加している。
②包括主催はなし。公共交通など地
域開催の介護に参加。

○

公共交通機関および小
地域での介護予防デイ
サービスのサテライト
展開拡大のため小地域
ケア会議にて意見集約
していく。

地区の介護支援専門員や専
門職同士の相互理解、知識
向上に努め、連携体制を構
築する。

川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（1/全3回）
高齢者の移動支援について意見を集
約していく予定。

○

新しい公共交通の持続
に対し、関係機関がど
う協力していくか、連
絡会にて集約・提案し
ていく。

介護予防評価時にリハアセ
スメントを行い、適切な目
標設定とマネジメントに繋
げる。

①リハアセスメントの積極的活用
②短期集中介護予防事業の活用
③地域歯科医院協力のもと口腔機能低下予防の啓発

理学療法士のアセスメント訪問の評
価により、通所C/訪問Cなど予防事
業でのセルフトレーニング習得へつ
ながっている。

◎

短期集中で目標達成できる
介護予防事業の構築。地域
参加、就労的活動メニュー
の提言。

地域介護サービスを活用した短期集中介護予防や地域活動創設に
向けた協力。

地域おでかけデイサービスのメ
ニューの多様化により、参加しやす
い仕組みを創設した。

◎

地区の介護支援専門員を対
象とした連絡会を企画・開
催する。

①金谷・川根地区ケアマネ連絡会：年３回
②川根地区医療・介護多職種連携連絡会：年１回（１/全3回）

6/18・9/17川根地区、12/17金
谷地区と合同でケアマネ連絡会開
催。

○
地域課題の共有を継続
して行っていく。

高齢者を含む一つの世帯に
複数の課題が存在する状況
に対し、重層的支援を行い
ます。

自立支援に向けた介護
予防ケアマネジメント

の実施

介護予防事業活用後、地域
参加や就労的活動へ繋がる
ことで介護保険サービスか
ら卒業できる。

サテライト型デイサー
ビスの他、地域への展
開ができるよう仕組み
と実績作りを行う。

○

◎
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高齢者虐待防止と成年
後見制度の利用支援


